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上記以外の予算事業 ※　当該年度で廃止した事業、繰出事業などはこちらに記入。

所管室課 事業名 所管室課 事業名

□
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

今後の実施計画
の方向性・内容

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

決算額　(千円)
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

所管
室課

事業名

事業概要

100.0 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

設立団体の市が、市立吹田市民病院の評価を行うに当
たり、評価委員会を開催することで、各委員から専門的
な知見に基づく意見を得ているが、今後、より効率的な
意見聴取が可能となるよう、運営方法について検討が
必要である。
同病院は、平成26年4月に地方独立行政法人に移行
し、自主・自律的な病院運営を行っているが、新病院建
設費用等にかかる起債については、市が2分の1を負担
することとなっており、医療機器の償還が開始した令和
2年度以降、市の費用負担が増加している。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

今後も政策的医療を
継続するため、事業を
継続する必要がある。

地方独立行政法人市立吹田市民病院評価委員会運営、地方独立行政法人市立吹田市民病院運営費負担

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

（1）（地独）市立吹田市民病院評価委員会開催状況
　平成30年度　2回
　令和元年度～令和2年度　各１回
（2）運営費負担金決定額
　平成30年度　1,072,217,000円
　令和元年度  　875,140,000円
　令和2年度 　1,138,817,000円
（3）令和2年度においては、新型コロナウイルス感染症の影響により医業収益が減少したこと、旧病院
跡地の売却にかかる入札が不調になったことから運営資金が不足し、8.4億円の資金貸付を行った。

決算額　(千円) 1,983,974
※課題があるものは■

一般財源の比率（％）

事業概要

一般財源の比率（％） 35.9 □
市民ニーズ、
社会的役割

事業自体の課題や対応状況・
施策推進への貢献に関する課題

豊能広域こども急病センター事業については、近隣市
町との小児の一次救急の集約化により、市民病院等の
二次救急医療機関の負担が軽減されていることから、
継続的な支援が必要である。豊能二次医療圏救急医
療対策事業については、入院を必要とする重症患者を
受け入れる二次救急医療機関の運営に対し、4市2町
が共同で財政支援を行うことにより、二次救急医療体
制の確保・整備が図られ、今後も継続した支援が必要
である。

今後の実施計画
の方向性・内容

継続

引き続き効果的な事
業実施ができるよう地
域医療の推進に努め
る

事業概要

吹田市医療審議会運営、地域医療推進、豊能二次医療圏救急医療対策、豊能広域こども急病センター、地域医療推進懇談会等運営、吹田市保健所運営協議会運営、大阪府医療計
画に関する懇話会等運営、災害時救急医療器具等整備事業等補助

活動実績 年度 令和２年度
評価の視点

【ACP（アドバンス・ケア・プランニング）に関するリーフレットの作成や啓発及び研修プログラム開発等
による拡充】…新型コロナウイルス感染症の感染拡大のため不実施
【吹田市保健所運営協議会、大阪府医療計画に関する懇話会等運営による拡充】

（1）かかりつけ医を有する人の割合
令和2年度…57％、平成28年度…55.3％

（2）地域医療推進に関する講演会の開催数、参加者数
平成30年度…1回、107名　（令和２年度、令和元年度は新型コロナウイルス感染防止のため中止）

（3）豊能広域こども急病センターの吹田市民の受診患者数
令和2年度…2,039人、令和元年度…6,389人、平成30年度…6,467人

（4）豊能二次医療圏救急医療対策事業の補助金対象病院における時間外受入患者数
令和2年度…9,680人、令和元年度…10,167人、平成30年度…10,170人

決算額　(千円) 282,756
※課題があるものは■

管理事業 医療政策事業 所管部局 健康医療部

1
所管
室課

保健医療室 事業名 地域医療推進事業

第４次総合計画　管理事業を構成する予算事業の評価シート 評価対象年度 令和２年度

施策コード 343 施策 地域医療体制の充実

2
所管
室課

健康まちづくり室 事業名 地方独立行政法人市立吹田市民病院関連事業
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